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2019 年度 羽ばたけ! TUT 海外研修応援キャンペーン報告書 

   5 系  (  B ・ M )       1 年  氏名 リム ジア エン   

 

参加プログラム フリープラン B 

研修期間 2019 年  10 月  13 日 ～  2019 年  10 月  23 日 

渡航国・都市 インド・ムンバイ 

研修先機関名また

はプログラム名 
urbz Mumbai 

研修の概要 

（研修テーマや課

題、目標・目的や主

な研修活動内容、研

修で達成したこと

等を簡潔にまとめ

て 書 い て く だ さ

い。） 

研修テーマ インド・ムンバイのスラム街における水害と防災マネジメント 

研修目標・目的 今回の研修では、インドの都市とスラム街にインドのスラム街

における近代的防災施設及び防災マネジメントのあり方を探るためにインドの

スラム街における無計画的・行政的防災マネジメントの実態を明らかにすること

を目的とする。また、インドのスラム街と日本の密集市街地における事例が相乗

的な学びによる「国際協力」の方針の実現性を確認したい。 

研修活動内容 ダラーヴィ・スラムの住民や Koliwada アーバンビレッジの住民リ

ーダーに対して防災意識調査、地域防災の仕組み、防災施設のマネジメント・利

用の実態についてヒアリング調査を行った。また、ダラーヴィ・スラム、認定さ

れていないカウラバンダースラムにおける水害被害のリスク調査、防災に対する

地域コミュニティーの開発実態を定点観測して記録した。現地調査以外にも、ム

ンバイのスラム街が直面してる課題を把握するためスラムで研究・改善事業を行

なっている国際 NGO の学者と研究内容について活発に意見交換を行った。 

研修で達成したこと 今回の研修によって、より深くより幅広い都市に関する知

識を習得し、インドのムンバイ市に対する研究をさらに高度にできた。同時に、

貧困に関する様々な分野への関心も抱くことができた。また、今回行き先として

有力な新興国であるインドで研修を行うことによって、母国のマレーシアと日本

と異なる条件を持つ環境のもとで新しい経験を得ることができただけでなく、環

境適応力を磨いたうえで将来国際的な場で活躍できる質を向上することができ

たと考える。 

活動写真（１枚） 

 

 


